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まちの話題を紹介します

フォトニュース

31 2019.04

昔の遊びを授業で体験
　特別授業を担当したのは、地域に住む谷さんと杉谷さん。
杉谷さんが『くじらの島』などの絵本を朗読した後、谷さん
が地元の竹や木で手作りしたおもちゃの使い方を指導。子ど
もたちは、初めて触るおもちゃに悪戦苦闘していました。

多田小学校で２年生 85人が参加

２
26

アート作品がまちを彩る
　今年は「織りなす」をテーマに川西能勢口駅周辺が美術館
に変身。川西まちなか美術館実行委員会主催の同イベントに
市内外のアーティストやグループ 65 組が参加。ライブペイ
ントフェスタでは市在住の「C

ク ラ ラ

lala」さんが大賞に輝きました。

川西まちなか美術館を開催

２
17

加茂こども園をお披露目
　加茂幼稚園と加茂保育所を一体化した認定こども園「加茂
こども園」で、４月の開園を前にオープニングセレモニーを
実施。０～５歳児 230 人が定員の同施設では、地域の子育
て支援拠点の役割も担います。

２カ所目の市立認定こども園

３
17

室町時代ごろから続く炭焼き
　黒川の今西さん宅の炭窯で、市特産「一庫炭」の窯出しが
始まりました。焼き上がった炭の断面が菊の花びらの模様に
みえることから「菊炭」とも呼ばれています。火付きと火持
ちが良く、茶席などの高級炭として重用。古くは、豊臣秀吉
や千利休も愛用したといわれています。

市内で唯一の炭焼き農家で初窯出し

３
４

子どもが主役のエコイベント

　市民公募の「ごみ減量チャレンジ・モニター」が企画運営
する子ども向け環境イベント「キッズ『り・ぼ・ん』」が開催
されました。子どもたちは、エコを考えるワークショップでた
めたポイントを使い、小学生が出店するフリーマーケットで
買い物。参加した約230人は楽しみながらエコを学びました。

アステ市民プラザで開催

３
16

幼稚園児が防火を呼び掛け

　鶴之荘幼稚園の幼年消防クラブ員 45 人が「火の用心のう
た」に合わせて、阪急・能勢電鉄川西能勢口駅まで行進。同
駅周辺で歩行者に防火のチラシなどを配りました。また、３
月５日には、東谷幼稚園の園児たちが能勢電鉄山下駅周辺で
防火を呼び掛けました。

春季火災予防運動で防火パレード

３
１

昭和の街並みを模型で再現
　旧平安邸に、昭和 45 年ごろの駄菓子屋やおかき屋、本屋、
ろうそく屋など９点が並びました。作品は、作者の記憶や当
時の写真を元に、全て手作りしたもの。その他にも、ミニチュ
アのひな人形などが飾られました。

郷土館で「小さな和の世界展」を開催

２
16

多田駅前で青空市
　能勢電鉄多田駅前で「多田トラ市」が開催されました。軽
トラックを利用した出店などが約 150㍍にわたって並び、植
木やおもちゃ、クレープなどを販売。野菜の即売会や多田
中学校吹奏楽部の演奏なども行われました。同駅前には約
2,000 人が来場し、にぎわいを見せていました。

５つの商店街で構成される多田商業会が主催

３
17

春の訪れを告げる紅白の梅の花
　「あじさい寺」として親しまれている賴光寺。境内にはア
ジサイ以外にも数多くの植物が植えられています。境内北側
には 14 本の梅が紅白の花を咲かせ、訪れた人に一足早い春
の訪れを知らせていました。

源氏ゆかりの賴光寺で梅が満開
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